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志賀南幼稚園だより 

さつまいもの苗植えをしたよ 

浜遊びに行きました！！ 
 先日、４・５歳児の子どもたちが、琵琶湖に出掛け浜

遊びを楽しみました。 

お天気がとてもよく、琵琶湖や湖岸の山並みが広がる

雄大な景色を観たり、波が寄せては返す心地よさを感じ

たり、砂浜で穴や道を掘ったり、琵琶湖グラスを拾った

りしました。 

地域の山宗さんには、場を提供していただきありがと

うございました。 

足で泥をペタペタ

してるよ。 

足湯みたいで、 

気持ちがいいね。 

色とりどりの紫陽花が、きれいに花を咲かせる季節になりました。梅雨の晴れ間は、とても暑くなり、水で

遊ぶことが気持ちよくなってきました。子どもたちは、友達と大胆に水を流して歓声を上げたり、樋をつな

げて水の流れ方を試したり、雨上がりの水溜まりに手をおいて感触を楽しんだりしています。 

 今の時期ならではの遊びを思い存分楽しみながら、全身で触れて、試して、感じていきたいと思います。 

 

 

 

お天気の良い日に砂・泥遊びをしていま

す。大きな山やごちそうをつくったり、砂と

泥を混ぜてトロトロ・ペタペタの感触を楽し

んだりしています。砂や泥は、可塑性があ

り、感触や形が変化する素材なので、子ども

の知的好奇心や集中力、試行錯誤する力を育

みます。また、心と体を開放してくれるの

で、思う存分遊べる機会を大切にしていきた

いです。 

砂や泥で遊んでいるよ！！ 

こうやって、いも苗をする

といいよ～。 

どうやったら水が

流れるかな？ 

 幼稚園の畑でさつまいもの苗植えをしました。始

めは５歳児が植えて、その後 4歳児に植え方を教え

てあげていました。「茎の白い根っこの部分を土に

埋めるよ」「優しく土のお布団をかけてあげよう」

など異年齢の子ども同士が関わりながら一緒に植え

ました。秋の収穫が今から楽しみです。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★６月１５日は、『和邇学区なかよし広場』に参加します。 

幼稚園ではなく、和邇コミュニティセンターにて行いますので、間違えずにお越しください。 

 

 

名 称 対象児の生年月日 活動日・時間 備考 

みなみっこランド 

（2歳児） 

R５年 4月 2日～ 

R６年 4月 1日 

毎週月曜日 

（祝日の場合は翌火曜日） 

10：00～11：30 

登録制です（随時登録できます） 

6月１・８・1５・2２・２９日 

７月６・１３日 

わんぱく広場 

（0～２歳児） 
R５年 4月 2日～ 

毎週金曜日 

10：00～11：30 

0～1歳児を中心にしています。 

自由参加制です。 

6月 5・12・19・26日 

７月３・１０日 

未就園児親子活動 
広くて快適なお部屋です。駐車場もあ

りますよ。ぜひ、遊びに来てください

ね！！ 

お問い合わせは 志賀南幼稚園  ☏５９４－１００７ まで 

＊６月・７月は、水遊びも予定しています。水遊びや笹飾りをつくる日もありますよ。 

【持ち物】上靴・お茶・タオル等です。 

10：00～ 受付・好きな遊びの時間  

※みなみっこランドは、好きな遊びの他に季節の製作や砂遊びやリズム遊びなどの活動をします。 

  詳しい活動計画は志賀南幼稚園の HPに掲載しています。 

※わんぱく広場は 10：30頃にもぐもぐタイムがありますので、おやつを持参してください。 

11：20～ 手遊びや絵本などのお楽しみ                          お待ちしています♪ 

ツバメの赤ちゃんが育ちました 

幼稚園の玄関前の天井にツバメのお父さんとお母さんが巣作

りを始めました。子どもたちが園庭で遊んでいると、その様子

がよく見えて、みるみるうちに巣ができあがりました。しばら

くするとお母さんツバメが巣の中でじっとし始めて、気が付く

とかわいいツバメの赤ちゃんの「ピーピー」という鳴き声が聞

こえるようになりました。 

 子どもたちは、大喜びでその様子をじっと見たり、友達に知

らせたりしてみんなで見守っていました。そして、ある日、ツ

バメの赤ちゃんたちは、巣立っていきました。巣立った瞬間

は、残念ながら立ち会うことができなかったのですが、きっと

元気に過ごしていることと思います。 

 生き物の命に触れ、親子のきずなを感じる貴重な経験になり

ました。 

 


